
III． 臨 1床 的 観 祭
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III．　Clinical　Observations

　　　　　　　　　　　　　　By
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　　　　　　　　　（Chief：　Prof．　S．　TA？u，vfo　iv）

　今回の流行に際し現地患者，並びに人体実験で

罹患した者につき，観察した臨鉢所見を以下記述

したい。わが國における傳染性ド痢症の記載には

七條1・），美廿2），金子3），小島等4）の報告がある。

　　　　　　1．　発生地における臨躰所見

　患者を調査せる時期は，発生後大体81，i目．に当るため，

ジぐ部分は既に急性期の症状を経過していたが，出羽中の4S

名につき観回せる所は第1表の如く，性別では，女性が過

牛数を占め，年齢的には20～30歳台が大部分であり，前

駆症状として大牛が腹鳴，腹痛，．腹都異常感を律りている。「
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　発病噂の主要症状は，第2表の如く下痢ヵ：主で，これに

伸う清化器障根の一一般症駿が主休をなし，極期にお，ける主

要症状は第2表IB）の如く，一ド痢による脱水現象と考えら

れる無慾性顔貌，脆反射尤遮等の他は，同様瞑鳴，冷痛等

腹：部諸症駿が主であった。

　体温は全経過を沌じ，第2表（Clの如く，　発熱を見たも

α）は1’86伊仙36例（約20％）で寧ろ少ない。

　犀所見は第3表の如く，下痢回数は1日1行より多いも

のは30行に及び，平均5～9行が最も多い。またその性状

は水様性で，一様にどるつとした淡黄色を呈し，粘血を認

めるものは’1．例もないが，また悪巣もさほど強くはなかっ

た。しかして殆ど全例が艮好な経過をとり全治した。

　以上の如き現地調査成績は大体從來の傳染性下痢症を思

わせ．るに充分である。

2．人　体実瞼

　次いでわれわれは本学微生物教室植竹敷授と連携の下に，

入体実瞼によりこれが傳染性下痢症の確認と，その臨豚所

兄の詳細な観饗を行った。即ち健し1紘る学生5名に，発」；

ナ也tこ才びltる患＝者グ）』牙赴Lテ「腎3～4cc（3，000廻雫嘩，30分主藍量光」二

清），及ひ濾液5CC（ベノレケソ．r．ルド濾過器1を服用せしめ

た。上清別荘例Tls　1名は発病を見なかっただけで他ク）4名

は定型的に発病し．た。〔前述（ID参照）

a）臨詠症状

　初代入体実験の際の臨；1弼ll状は次の如くである。

　i）潜伏時間反び前1堅症伏：　嬉1図の如く，最姐19噂

1）七條：口医新報1261，3（昭23）、

2）美．li昌：il医新報1285，3（II召23）．

　一一；　1．1医新；言忘　　　66，5　（旺｛24）．

3♪　三毒…fL：　li医豪斤幸艮　1262，　11　（rl召23）．

4）小II：：i＝U医新報1285，1（昭2：3）．
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　　第2表
（A）　発病時主訴
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間，最長111時間で亭均62　ILYIVilである。

鵬区症状は笛4表（A）の如く，全身倦怠感プ腹鳴，放庇，

腹痛，食慾不振，頭痛，嘔氣等の腹部諸症状が主で，腹1鳴

は特に1三明であった。

　ii）　主要症｝伏：　自覚的には前駆症状に大体一致した症

状が一三増強するが，中1名は最盛期に嘔氣，嘔吐を認め

た。全般酌には全身漉和と腹部の諸訴が主であった。他覚

的には第4表（Blの如く全例に腹鳴が著明γCあり，その他

灰白色舌苔，舌及び口唇ゐ乾燥，腹部圧痛等が見られた。

発熱は全例に最盛期1～2日の微熱を認め，眼球細嘆の充

血或は腸索を触知せるものもあった。

　　　　第4表入体感染実温熱の症状

（A）前駆症駿r4例1　　　（B）他覚的主要症駅（4例）

（B）極圏における下痢以夕トの主要症状
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　犀所見は，夕卜観」二黄禍色均等な水様性下痢便で粘血或は

膿を認めず，アルカリ性（pH　7．2～7．S），潜血及びトリプレ

ー反1感ともに陰性かつ特冶「な生臭き臭氣を：煉った。

　排便回数は最高1H20回，排便量はユ回最高750cc，

1N1，500cc，水様性一1堺肛持続li数は4～6Hであ・つた。

　胃液所見としては，第1図の如く，’酸度は重症例2例に

遊離塩酸及び総酸度の上昇を認めたが，分泌曲線には特別

な傾向を示さず，潜血及び乳酸日豊はすべて陰性であり，

沈渣においても，1例に向血球の増多を見た外著変は認め

られなかった。

　尿には軽度のウPビリノーゲン川副及び蛋自反慮陽性の

ものそれぞれ2例を認めた外曲’変はなかった。

　血液所見は第1図の如く，全国雅脱水症状に謡う血球の

比較的噌多を見，白血球rr分傘では好中球の増加，淋巴球

の減少が見られた。、ヘマトクリット値，血清蛋白濃度は辮

加の傾向を示し，一・。旨して血液旧館が推寮された。なお血

沈値には異常を認めなか’つた。

　肝機能槍査は第1図の如く，へ・ぐ1・サルファレン二面，

高田氏反鷹を行ったが，f可れもfi可等の変化も見られなかっ

た。

　以上入．体感染実瞼に成功し，その諸経過より＞i∫症は急性

胃腸炎の像を吊し，既に先年木邦各地に才σいて多発した悔

染性下痢症と一一致するものと考えられる。
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　　　　　　　　　　　　　　第1図　　入体感染実瞼臨林成績
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　しかして，美甘等2）は胃液酸度が発病に密接な関係があ

る；事，即ち低酸無酸のものが罹患し易く，また重症なる経

過をとる事実を報告し．ているが，本実瞼においても，第1

図の如く低酸を示した2例が特に症状顯著であ・つた点は木

症に対する予防拉びに治療上の重要なる示唆を與えるもの

と考えらオしる。

　よってこの点に関しわれわれは次の実瞼を行った。

b）濾液pH修正実瞼（入体実駒：2代目）

　第1回入体実験感染例の’ド痢便濾液（pH　8．o）をN／lo塩

酸によりそれぞaL　pH　6．5，　pH　5．5に修正し，5cc宛飲用

せしめた。即ち第2代目に当る。

　成績は第2図の如く，pH　5．5に修正せるiダijは仙の2例に

比し，潜伏時間，発病H数及び臨豚症状の上かち見て遙か

に経過は軽かった。しかしこれは僅か3例の観察にすぎぬ

ため，決定的な事はいえないが，一磨美甘2）或は：荒蒔等；5）

の酸抵抗に関する所論に卜うた成績と考えられる。

総括並びに考按

　われわれは昭和26年春1帥居村を1十1心に多発せ

る官兵欧下痢症につき，現地調査及び人休感染実

瞼による臨肺観察を行ったが，その臨｝1木霊欺は，

美廿，七條，金子，小島等の報告の女1［く，昭利23

年関東．地方を：中心に流行を，己た傳染性一ド痢症のそ

れに全くF一・一致し，しかも本病原休がベルケフzル

ド濾過器を通過することより，恐らくヴィールス

によ喝傳染性下痢症であろうことが確認せられた。

　またi美一i，1‘等がその臨豚襯町上より，本病原体が

酸に対する抵抗弱き傾向ある事を推論し，また荒

蒔は，本病原話の酸及びアルカリ抵抗にそれぞれ

pH　4．63，11．00なる：禦を報告している。

　われわれは濾液（pH　8．0）をそれぞれpH　6．5，5．5

に修iEして飲川せしめ，何れも発病を見たが，そ

の臨鉢経過よりそれぞれに著明な差を認め，本病

原休が酸による抵抗の弱い事を推察し得た。

　これは今後予防並びに治療上注日さるべき点と

老える。なお中和叩肉は不成功であっ、たが，これ

．は時期的に流行期とかなりすれを生じた後に行っ

た事と，資料探取の平門が患者の症状の極期を経i

過した時であった等必らすしも適当でなかった故

と推測される。

　以ir．の如く傳染性『ド痢症は腹部諸症歌，特に水

糠雨下痢を三1三訴とする外は特記すべき重篤症歌を

件わす，放任するも自然治癒を営む場合もありう

る極めて予後良好なるものであるが，このため往

々にして臨農家は軍純なる鴻化器疾患として看過

し勝であり，その集團発生を：招くおそれなしとせ

ぬものと考える。

小　　括

　昭和26年春1帥居村附近にて多発せる集圏性下

痢症につき，現地調査及び人体実瞼を行い，從來

報告せられた傅染性下痢症と大体一致するもので

あろうことを認めた。　　　1　　　　’

　　　　　　　　全篇の結論

　昭和26年6月中句北海道榊糾古潭附近の農村

に爆発的流行を起した傳染病につき，疫学的，細

菌学的並びに睡淋的な綜合調査研究を行い，この

疾患が傳染性下痢症であることを明かに：した。そ

してその病原休は本州に：流行した傳染畳1生下痢症の

病原体とidenUcaL若しくは，少くも極めて近似の

ものであると考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　‘11召禾ll　28．5，4　受・付『）

Summary

　　Ais’　a　result　of　our　investigations　in　the　epideinic　of　niass－diarrhoea，　in　the　vicinity　of　Kain　u｛

vttlage　in　1951　spring，　the　followins，　circumstances　have　been　revealed．

　　1．．　The　field　survey’　and’human　experiments　revealed　that　this　disease　is　analogou＄　to

hitl｝erto　reported　infectious　diarrhoea．

　　2．　According　to　the　results　obtained　by　human　experiments，　the　authors　are　of　the　opinion

that　the　caug．　i，　tive　agent　o｛　this　disease　may　probably　be　a　virus，　and　tliat　it　ig．　slightty　resig．tant

to　acid・　’　（Received　May　4，　190”3）
5）　荒目＝　Hオti，Ilitヒ器繍奉　48，11　‘il召26）．


